
令和 ３年度事業報告書 
自 令和 ３年 ４月 １日 
至 令和 ４年 ３月３１日 

１.概  況 
  令和３年の幕明けは、新型コロナウイルス感染症第３波で始まり、夏から

秋にかけて１日当たりの新規感染者数が過去最大を記録した第５波に見舞わ

れましたが、ワクチン接種の進行により１０月からは大幅に減少したところ

ですが、新年と同時に新変異ウイルスで再び爆発的な拡大となりました。 
  このように新型コロナウイルスに悩まされ、明るいニュースが少ないよう

に感じた１年でしたが、夏には東京２０２０オリンピック・パラリンビック

競技大会が開催されたほか、スポーツ界を中心に盛り上がったような感じで

スポーツの力って偉大だと改めて感じた１年でもありました。 
  特に大リーグを驚嘆させた MVP 大谷翔平選手の躍動をたたえる「リアル二

刀流／ショータイム」が昨年の新語流行語大賞に選ばれる等、暗い世相の中、

私たちを勇気づけてくれる一服の清涼剤となりました。 
  又、「数十年に一度」「記録的な」「かって経験のない」規模の災害が毎年、

起こる気候変動で災害多発時代に入ったかのように令和３年度も日本各地で

災害が発生しました。特に九州北部地方は８月１１日に降り始めた大雨が本

県雲仙市を含む北部３県に甚大な被害をもたらしました。幸いにも本市は大

きな被害が発生する事はなく何よりでした。  
このように長引くコロナ禍や自然災害の中にあっても、私たち法人会は「税

のオピニオンリーダーたる経営者の団体」として税関連の事業啓発活動や社会

貢献事業等の活動を出来る範囲で実施してきました。主なものは、税制改正の

提言について壱岐市長及び壱岐市議会議長に直接面談し、コロナ禍での小規模

事業者への税制優遇等を最優先に支援してもらうよう要請しました。 
又、青年部会並びに女性部会は毎年実施しています「租税教室」と「税に関

する絵はがきコンクール」に加え、青年部会は財政健全化のための健康経営プ

ロジェクト事業、女性部会は持続可能な世界をめざし地球環境の改善に寄与す

る「食品ロス」について研修し、今後の活動につなげたいと考えています。 
このように公益事業を更に広め、公益法人としての存在を高めるよう努めて参

りますので、会員皆様のご理解ご支援を切にお願い申し上げます。 
  結びに、会員皆様にはコロナ感染症の影響で非常に厳しい状況とは存じま

すが、伝統ある壱岐法人会を継続発展させるためにも、引き続きご支援をお

願い申し上げ事業報告とさせていただきます。 
  以下、事項別状況は次のとおりです。 



付 属 明 細 書 

事 業 実 施 状 況 
令和 ３年 ４月 １日から令和 ４年 ３月３１日 

２.組織関係 
 （１）会員の増減 

期首会員数 
期 間 中 の 異 動  

期末会員数 備 考 
入 会 退 会 差 引 

３４２ ６ ７ △ １ ３４１  
 
 （２）青年部会・女性部会員の増減 

部 会 名 期首会員数 入 会 退 会 期末会員数 備 考 
青 年 部 ４７  ５ ４２  
女 性 部 ４４ １ ３ ４２  

 
３.研修関係 
 （１）研修会（講演会等）の開催 

開催月日 研 修 会 名 内  容 ・ 講  師 参加人

員 

R 3. 9. 9 
講師養成研修会 
（青年部会） 

租税教室講師養成 
長崎税務署広報官 

４名 

R 3.9.15   
 

税 務 研 修 会 
（女性部会） 

「税務署の仕事」 

１２名 

 講師 青木署長 
「適格請求書等保存方式の概要」 

田中統括官 
「みんなで取り組む SDGs～食

品ロスの取組み～」 

SDGs 未来課・健康増進課 

R 3. 9. 29 
健康経営 P 研修会 

（青年部会） 
健康経営宣言書の作成 

について 
１１名 

R3.11. 9 
税 務 研 修 会 
（青年部会） 

「税務行政の将来像 2.0」 
講師  青木 署長 

「適格請求書等保存方式の概要」    

田中統括官 

９名 

 
 



４.税制関係（税制改正要望活動） 
実 施 日 要 望 活 動 先 

R 3.11. 2 
 

国 会 議 員  衆 議 院 議 員  谷 川 弥 一 様 

地 方 自 治 体 
壱 岐 市 長  白川博一 様（代理） 
壱岐市議会議長  豊坂敏文 様（代理） 

 
５.社会貢献活動関係 
 （１）税の啓発活動 

開催月日  事 業 名 事 業 内 容  

R 3.11. 4 
   ～17 

税のひろば行事 市回覧便で全世帯に配布した「暮らしと税」のチ

ラシに税金クイズを掲載し、市民にクイズへの応

募を募った。 

役員の声掛けの効果もあり、７４１通の投票があ

り、税に係る一定の成果があった。 

（税を考える週間）  
                                     

 （２）租税教育 
開催月日  事 業 名 事 業 内 容  

R 3. 7.15 
「租税教室」 
那賀小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数１８名 

R 3.9.21  
「租税教室」 
霞翠小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数３２名 

R 3. 9.24 
「租税教室」 
瀬戸小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数２２名 

R 3.10.15 
租税教室」 
石田小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数８２名 

R 3.11.22 
租税教室」 
志原小学校 

壱岐租税教育推進協議会主催により法人会青年部 

会が担当した。併せて女性部会より絵はがきコン

クール事業の説明、募集を行った。児童数１７名 



 （３）税に関する「絵はがきコンクール」 
女性部会が壱岐市内１０小学校を対象として、税の「絵はがきコンクール」 
を開催し、税を財源とした事業の実例や物品の購入事例等を挙げて、税の 
使い方や役割を教え、絵はがきとしての出展を依頼した。 
２７５点の応募があり、学校ごとに優秀作品を選考した。その優秀作品の

中で最も優れた作品を最優秀に選考し九北連女連協のコンクールに推薦

しました。審査の結果、長崎県法人会連合会長賞を見事受賞されました。

また、最優秀に等しい作品として壱岐税務署長賞並びに壱岐市長賞も選考

し、それぞれ賞状と記念品を授与した。 
また、２７５点の全作品をスーパーイチヤマのイートインスペースに展示

すると共に、壱岐島内の新聞に事業内容や優秀作品等の掲載を依頼し、市

民へ公開した。 
 （４）その他社会貢献活動 

開催月日  事 業 名 事 業 内 容  

R 3. 8. 4 
いちごプロジェ

クト 

夏季の電力需要に対して無理なく節電意識を

啓蒙する目的で、女性部会役員で市民に「う

ちわ」を配布しているが、対面での配布が出

来ないので、壱岐市社協へ備え置きし来客者

に使用してもらい事業の理解を得た。 

R 3.10.14 老人ホーム慰問 
本年もコロナ禍でホームへの立入や入所者と

の面会が出来ないので、役員で日常生活用品

の提供のみを行った。 

R 3.11.10 
ボランティア 
ウォーキング 

本年もウルトラマラソンが中止になったが、

コースにあたる印通寺港周辺の沿線の清掃活

動を行うと共に自身の健康増進にも努めた。 

R 3.11.14 
・ 

R 3.11.22 
 

チャリティー 
事業 

青年部会が HP 等で「テントサウナ」の開催

情報を発し、広く参加者を募り開催した。参

加者より参加料を徴し、この益金を日赤壱岐

市地区長へ贈呈、長崎県令和３年８月大雨被

災地へ寄附した。 

R 3.12.20 
いちごプロジェ

クト 

冬季の電力需要に対して節電意識を啓蒙する

目的で、女性部会役員で市民にチラシ等を配

布し理解と協力をお願いした。 

R 4. 2.10 
～ 

R 4. 2.15 

少年フットサル

大会 

今年度も新型コロナ拡大の影響で大会は中止

となったが、大会に向けて練習に励んだ児童

に税に関するチラシと賞品を配布した。 



６.広報活動関係 
 （１）会報の発行 

発行月日 発行番号 発行部数 内 容 

3.10.31 №７８ ５００部 
定期総会報告、税務署人事異動、着任あいさ

つ、税務署からのお知らせ、各部会活動報告、

絵はがきコンクール優秀作品 

4. 1.31 №７９ ５００部 

新年挨拶（署長・会長）、「税を考える週間」 
青年部会・女性部会活動報告、親会活動、 
税務署からのお知らせ、全国青年の集い・ 
部会長サミット報告 

 （２）諸資料の配布 
資 料 名 配布回数 配  布  先 

「ほうじん」（全法連機関紙） 年 ４回 全会員 
「税制改正のあらまし」 年 １回 全会員 
租税教育テキスト  租税教室時配付 
新しい年末調整実務 １回 全会員・税務署 
   

７.厚生関係 
 ◎大型保障制度の加入状況            令和 3 年１月末現在 

会 員 数 加入企業 数 未加入企業数  加 入 率 

３４２ １０１ ２４１ ２９．５％ 
 ◎大型保障制度の役員企業加入状況 

役員企業数 加入不可能企業数 加入役員企業数 加 入 率 

１５ ０ １５ １００％ 

  
 
 ◎AIG 保険制度会員加入状況 

会 員 数 加 入 会 員 数 未加入企業数  加 入 率 

３４２ １９ ３２３ ５．５％ 
 ◎がん保険制度会員加入状況 

会 員 数 加 入 会 員 数 未加入企業数  加 入 率 

３４２ ５０ ２９２ １４．６％ 

 



８.青年・女性部会関係 
 （１）青年部会 

開催月日  会 議 ・ 事 業 等  参加人員 
R 3.   4. 23 九北連青連協租税教育研修会 １名 
書 面 開 催 県連青年部会連絡協議会総会  
R 3.  8. 19 県法青連 Web 会議 名   
R 3.  8. 27 九北連青年部会連絡協議会 １名 
R 3.   9.  9 租税教室講師養成研修会 ４名 
R 3. 11.  9 税務関係研修会 ９名 
R 3.  11. 14 チャリティー事業（テントサウナ） ９名（1３名） 
R 3.  11. 22 チャリティー募金、日赤壱岐市地区長へ贈呈 ２名 
R 3.  11. 25 全国青年の集い佐賀大会 ２名 
R 4.  2. 10 少年フットサル大会（チラシ・賞品配付） ８名  

 （２）女性部会 
開催月日  会 議 ・ 事 業 等  参加人員 

R 3.  7. 28 県連女性部会連絡協議会総会 ２名 
R3. 7. 7～ 

R4. 1.14 
税に関する「絵はがきコンクール」 
応募依頼 

３名 

R 3.  8.  4 夏のいちごプロジェクト ３名 
R 3.   9. 15 税務関係研修会 １３名 
R 3.  10. 14 老人ホーム慰問 ４名 
R 3.  11. 10 ボランティアウォーキング １０名 
R 3. 11. 16 全国女性フォーラム新潟大会 ２名 
R 3.  12. 20 冬のいちごプロジェクト  ３名 
R 4.  1. 28 絵はがき審査会  ５名 
R 4. 2.21・22 絵はがき優秀作品表彰状授与  １名 

 
 
９.諸会議関係 
 （１）定時総会 

開催月日  会 議 名 会 場 参加人員 

R  3. 5.20 第９回連絡協議会（女性部） ビューホテル壱岐 ９名 

R  3. 5.12 第９回連絡協議会（青年部） ステラコート太安閣 ８名 

R  3. 5.25 第９回定時総会 壱岐の島ホール １８名 



  
 （２）理事会・委員会 

開催月日 会 議 名 主 な 議 題 会 場 参加人員 
R 3. 4. 7 正副会長会 ３年度総会提出議案 事務所 ４名 
R 3. 4.23 理事会 総会提出議案ほか 壱岐の島ホール １２名 
R 3. 5.25 理事会 正副会長の選任の件 壱岐の島ホール １１名 
R 3. 6.22 正副会長会 委員会委員の選任他 事務所 ４名 
R 3. 7. 6 理事会 委員会委員の選任他 ビューホテル壱岐 １５名 
R 3. 7.26 組織正副会 会員増強の件ほか 事務所 ２名 
R 3. 8.30 正副会長会 事務局長の件ほか 事務所 ４名 
R 3.10. 7 理事会 組織。厚生事業の取組 ビューホテル壱岐 １４名 
R 3.10.12 広報委員会 広報紙編集協議 事務所 ４名 
R 4. 1. 11 正副会長会 予算書（案）について 事務所 ４名 
R 4. 1. 24 理事会 事業計画・予算案他 壱岐の島ホール １２名 

   <青年部会> 
R 3. 4.14 理事会 協議会提出議案 事務所 ７名  
R 3. 6.23 理事会 事業実施計画 事務所  １１名 
R 3. 8.25 理事会 租税教室・チャリティ他 事務所 ９名 
R 3. 9.29 理事会 チャリティ事業他 事務所 １１名 
R 3.10.27 理事会 税務研修会他 事務所   ９名 

   <女性部会> 
R 3. 4.16 理事会 協議会提出議案 壱岐の島ホール ８名   
R 3. 8. 5 理事会 事業実施計画 壱岐の島ホール ７名 

  
 （３）その他会議 

開催月日 会 議 名 主 な 議 題 会 場 参加人員 
R3.4.19 監査会 ２年度決算監査 事務所  ３名 
R 3.4.16 女性部監査 ２年度決算監査 事務所  ２名 
R 3.4.13 青年部監査 ２年度決算監査 事務所  ２名 

 
  （４）関係団体出席会議等 

開催月日 会 議 名 主な議題・内容 会 場 参加人員 
書面開催 租税教育推進協 事業計画審議   
R 3. 6. 9 県連総会 決算・予算審議ほか 長崎市 ３名 
R 3. 7. 1 税連協監査会 ２年度帳簿監査 法人会事務所 １名 



書面開催 総務委員会 事業計画全般ほか   
書面開催 組織委員会 会員増強ほか   
R 3. 8. 3 厚生委員会 推進実績・計画ほか 長崎市 １名 
R 3. 9. 7 税連協総会 決算・予算審議ほか 壱岐の島ホール １名 
R 3. 9.13 県連局長会 全法連会議報告ほか リモート会議  
R 3.11.28 税連協抽選会 税金クイズ抽選会 税務署 ３名 
R 3.12.14 正副厚生委員会 保険会社との推進対策 ビューホテル １４名 
R 3.12.22 県連局長会 助成金の件 長崎市 １名 
R 4. 1.1 2 税連協小委員会 確定申告事務について かねや別館 １名 
R 4. 1. 17 新設法人説明会 税全般について 壱岐税務署 １名 
書面開催 総務委員会 ４年度事業計画・予算   
R 4. 3. 11 厚生委員会 推進実績・計画ほか 長崎市 １名 
書面開催 組織委員会 会員増強策ほか   
R 4. 3.25 厚生委員会 全国厚生委員長会 東京都 １名 
R 4. 3.25 県連理事会 ４年度事業計画・予算 長崎市 １名 
R 4. 3.25 消費税パレード 期限内納付推進 島内一円 １０名 
（青年部会）     
書面開催 県法青連会 決算・事業計画等審議   
R 3. 4. 23 九北法青連協 研修 長崎市 １名 
R 3. 8. 19 県法青連 健康経営 p 事業ほか Web 会議  
R 3. 8. 27 九北法青連協 決算・事業計画等審議 福岡市 １名 
R 4. 1. 27 県法青連 大型保障制度の取組他 Web 会議  
（女性部会）     
R 3. 7. 28 県法女連会 決算・事業計画等審議 長崎市 ２名 

 
 
 
 
 
 

 



増　減

3,447,096 3,522,007 △ 74,911

14,330 0 14,330

3,461,426 3,522,007 △ 60,581

5,000,000 5,000,000 0

5,000,000 5,000,000 0

3,226,000 2,886,000 340,000

1,450,000 1,450,000 0

440,803 16,025 424,778

1,200,000 1,200,000 0

300,000 300,000 0

6,616,803 5,852,025 764,778

388,325 450,065 △ 61,740

378,326 436,362 △ 58,036

1,570,800 1,755,600 △ 184,800

什器備品 431,201 393,029 38,172

300,000 300,000 0

74,984 74,984 0

3,143,636 3,410,040 △ 266,404

14,760,439 14,262,065 498,374

18,221,865 17,784,072 437,793

65,656 63,776 1,880

65,656 63,776 1,880

3,226,000 2,886,000 340,000

3,226,000 2,886,000 340,000

3,291,656 2,949,776 341,880

一般正味財産合計 14,930,209 14,834,296 95,913

（ 5,000,000 ） （ 5,000,000 ） （ 0 ）

（ 3,390,803 ） （ 2,966,025 ） （ 424,778 ）

14,930,209 14,834,296 95,913

18,221,865 17,784,072 437,793

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

1.　流動負債

預り金

負債合計

2.　固定負債

退職給付引当金

固定負債合計

流動負債合計

負債及び正味財産合計

Ⅲ　正味財産の部

　（うち基本財産への充当額）

　（うち特定資産への充当額）

正味財産合計

2.　固定資産

(1)　基本財産

定期預金

基本財産合計

(3)　その他固定資産

建物

電話加入権

(2)　特定資産

退職給付引当資産

周年行事引当資産

特定資産合計

公益事業引当資産

減価償却引当資産

社会貢献活動引当資産

土地

建物付属設備

構築物

流動資産合計

貸　借　対　照　表

令和4年3月31日現在

公益社団法人壱岐法人会 （単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度

Ⅰ 資産の部

1.　流動資産

現金預金

前払金



予算額 ［①］ 決算額 ［②］ 差異 ［②－①］

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 1,100 90 △ 1,010

基本財産受取利息 1,100 90 △ 1,010

受取会費 3,450,000 3,410,000 △ 40,000

正会員受取会費 3,450,000 3,410,000 △ 40,000

事業収益 285,000 103,000 △ 182,000

会員親睦事業収益 275,000 90,000 △ 185,000

社会貢献事業収益 10,000 13,000 3,000

受取補助金等 6,161,900 6,161,900 0

受取全法連助成金 5,361,900 5,361,900 0

受取県連補助金 800,000 800,000 0

受取負担金 465,000 430,000 △ 35,000

青年・女性部会受取負担金 465,000 430,000 △ 35,000

雑収益 366,000 209,123 △ 156,877

受取利息 0 123 123

雑収益 366,000 209,000 △ 157,000

経常収益計 10,729,000 10,314,113 △ 414,887

（２）経常費用

事業費 8,148,560 7,511,901 △ 636,659

給料手当 3,240,000 3,431,000 191,000

臨時雇賃金 31,600 0 △ 31,600

退職給付費用 244,800 248,200 3,400

福利厚生費 547,200 542,677 △ 4,523

会議費 1,131,000 338,381 △ 792,619

旅費交通費 716,000 368,280 △ 347,720

通信運搬費 187,920 268,268 80,348

減価償却費 267,120 307,698 40,578

消耗什器備品費 7,200 44,530 37,330

消耗品費 322,200 788,165 465,965

修繕費 14,400 31,088 16,688

印刷製本費 205,200 195,360 △ 9,840

燃料費 50,400 57,346 6,946

光熱水料費 60,480 66,677 6,197

保険料 4,320 3,979 △ 341

諸謝金 204,000 17,122 △ 186,878

租税公課 54,000 36,062 △ 17,938

支払負担金 257,000 182,000 △ 75,000

支払寄付金 10,000 13,000 3,000

委託費 33,000 33,000 0

会場費 60,000 51,650 △ 8,350

表彰費 12,000 12,000 0

リース料 378,720 399,006 20,286

正 味 財 産 増 減 計 算 書

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

公益社団法人壱岐法人会 （単位：円）

科　　　　　目



予算額 ［①］ 決算額 ［②］ 差異 ［②－①］

正 味 財 産 増 減 計 算 書

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

公益社団法人壱岐法人会 （単位：円）

科　　　　　目

支払手数料 57,600 49,226 △ 8,374

雑費 52,400 27,186 △ 25,214

管理費 2,580,440 2,706,299 125,859

給料手当 1,260,000 1,269,000 9,000

雑給 0 24,000 24,000

臨時雇賃金 8,400 0 △ 8,400

退職給付費用 95,200 91,800 △ 3,400

福利厚生費 212,800 200,716 △ 12,084

会議費 45,000 51,475 6,475

旅費交通費 61,000 0 △ 61,000

通信運搬費 97,080 122,532 25,452

減価償却費 103,880 113,806 9,926

消耗什器備品費 2,800 16,470 13,670

消耗品費 21,800 75,418 53,618

修繕費 5,600 11,498 5,898

印刷製本費 2,800 30,500 27,700

燃料費 19,600 21,210 1,610

光熱水料費 23,520 24,660 1,140

保険料 1,680 1,471 △ 209

租税公課 21,000 34,338 13,338

支払負担金 21,000 20,000 △ 1,000

委託費 264,000 264,000 0

会場費 30,000 8,610 △ 21,390

渉外慶弔費 20,000 15,000 △ 5,000

表彰費 15,000 41,000 26,000

リース料 147,280 147,577 297

支払手数料 22,400 46,637 24,237

新聞図書費 69,000 68,500 △ 500

雑費 9,600 6,081 △ 3,519

経常費用計 10,729,000 10,218,200 △ 510,800

0 95,913 95,913

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 95,913 95,913

一般正味財産期首残高 14,379,067 14,834,296 455,229

一般正味財産期末残高 14,379,067 14,930,209 551,142

Ⅲ　正味財産期末残高 14,379,067 14,930,209 551,142

当期経常増減額



（単位：円）

収益事業等会計

税関連３事業 企業発展 社会貢献事業 共通 小計 共益事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 90 90 0 0 90

基本財産受取利息 90 90 90

受取会費 0 0 0 0 0 0 3,410,000 3,410,000

正会員受取会費 0 3,410,000 3,410,000

事業収益 0 0 13,000 0 13,000 90,000 0 103,000

会員親睦事業収益 0 90,000 90,000

社会貢献事業収益 13,000 13,000 13,000

受取補助金等 0 0 0 5,311,900 5,311,900 0 850,000 6,161,900

受取全法連助成金 5,011,900 5,011,900 350,000 5,361,900

受取県連補助金 300,000 300,000 500,000 800,000

受取負担金 0 0 0 0 0 430,000 0 430,000

青年・女性部会受取負担金 0 430,000 430,000

雑収益 0 0 0 0 0 110,000 99,123 209,123

受取利息 0 123 123

雑収益 0 110,000 99,000 209,000

経常収益計 0 0 13,000 5,311,990 5,324,990 630,000 4,359,123 10,314,113

（２）経常費用

事業費 5,309,323 160,074 689,706 0 6,159,103 1,352,798 7,511,901

給料手当 2,632,000 94,000 329,000 3,055,000 376,000 3,431,000

退職給付費用 190,400 6,800 23,800 221,000 27,200 248,200

福利厚生費 416,302 14,867 52,037 483,206 59,471 542,677

会議費 0 0 7,500 7,500 330,881 338,381

旅費交通費 368,280 0 0 368,280 0 368,280

通信運搬費 205,796 7,349 25,724 238,869 29,399 268,268

減価償却費 236,043 8,430 29,505 273,978 33,720 307,698

消耗什器備品費 34,160 1,220 4,270 39,650 4,880 44,530

消耗品費 295,195 4,811 139,738 439,744 348,421 788,165

修繕費 23,850 851 2,981 27,682 3,406 31,088

印刷製本費 195,360 0 0 195,360 0 195,360

燃料費 43,993 1,571 5,498 51,062 6,284 57,346

光熱水料費 51,152 1,826 6,393 59,371 7,306 66,677

保険料 3,053 109 381 3,543 436 3,979

諸謝金 12,372 4,750 0 17,122 0 17,122

租税公課 27,664 988 3,458 32,110 3,952 36,062

支払負担金 147,000 0 0 147,000 35,000 182,000

支払寄付金 0 0 13,000 13,000 0 13,000

委託費 33,000 0 0 33,000 0 33,000

会場費 16,760 0 0 16,760 34,890 51,650

表彰費 12,000 0 0 12,000 0 12,000

リース料 306,089 10,931 38,260 355,280 43,726 399,006

正味財産増減計算書内訳表
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

公益社団法人壱岐法人会

科     目
公益目的事業会計

法人会計  内部取引消去 合計



（単位：円）

収益事業等会計

税関連３事業 企業発展 社会貢献事業 共通 小計 共益事業

正味財産増減計算書内訳表
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

公益社団法人壱岐法人会

科     目
公益目的事業会計

法人会計  内部取引消去 合計

支払手数料 36,639 1,222 4,937 42,798 6,428 49,226

雑費 22,215 349 3,224 25,788 1,398 27,186

管理費 2,706,299 2,706,299

給料手当 1,269,000 1,269,000

雑給 24,000 24,000

退職給付費用 91,800 91,800

福利厚生費 200,716 200,716

会議費 51,475 51,475

通信運搬費 122,532 122,532

減価償却費 113,806 113,806

消耗什器備品費 16,470 16,470

消耗品費 75,418 75,418

修繕費 11,498 11,498

印刷製本費 30,500 30,500

燃料費 21,210 21,210

光熱水料費 24,660 24,660

保険料 1,471 1,471

租税公課 34,338 34,338

支払負担金 20,000 20,000

委託費 264,000 264,000

会場費 8,610 8,610

渉外慶弔費 15,000 15,000

表彰費 41,000 41,000

リース料 147,577 147,577

支払手数料 46,637 46,637

新聞図書費 68,500 68,500

雑費 6,081 6,081

経常費用計 5,309,323 160,074 689,706 0 6,159,103 1,352,798 2,706,299 10,218,200

△ 5,309,323 △ 160,074 △ 676,706 5,311,990 △ 834,113 △ 722,798 1,652,824 95,913

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

固定資産除却損 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 5,309,323 △ 160,074 △ 676,706 5,311,990 △ 834,113 △ 722,798 1,652,824 95,913

一般正味財産期首残高 △ 451,258 △ 451,258 △ 2,384,325 17,669,879 14,834,296

一般正味財産期末残高 △ 5,309,323 △ 160,074 △ 676,706 4,860,732 △ 1,285,371 △ 3,107,123 19,322,703 14,930,209

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 5,309,323 △ 160,074 △ 676,706 4,860,732 △ 1,285,371 △ 3,107,123 19,322,703 14,930,209

当期経常増減額



１．継続組織の前提に関する注記

該当なし。

２．重要な会計方針

(1) 固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却方法は、定率法（ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物（附属設備を

除く。）は定額法）で行っている。

(2) 引当金の計上基準

・退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当期末において発生していると認められる額を、期末自己都合要

支給額に基づいて計上している。

(3) リース取引の処理方法

・ファイナンス・リース取引

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

(4) 消費税等の会計処理

消費税込額で表示している。

３．会計方針の変更

該当なし。

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

特定資産

財務諸表に対する注記

定期預金

764,778 0

当期末残高当期減少額当期増加額

11,616,803

0

前期末残高科　　　　目

5,000,000 0 5,000,000

合　　　計 10,852,025

周年行事引当資産 300,000

小　　　計 5,000,000

減価償却引当資産 16,025

0 0 300,000

小　　　計 5,852,025 764,778 0 6,616,803

0 0 5,000,000

424,778 0 440,803

公益事業引当資産 1,450,000 0 0 1,450,000

退職給付引当資産 2,886,000 340,000 0 3,226,000

社会貢献活動引当資産 1,200,000 0 0 1,200,000



５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

特定資産

６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

その他固定資産

建物

建物付属設備

構築物

什器備品

７．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当なし。

８．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

補助金

全法連補助金

県連補助金

助成金

全法連助成金

 

９．重要な後発事象

該当なし。

なし

合　　　　　　　計 0 6,161,900 6,161,900 0

全国法人会総連合 0 5,361,900 5,361,900 0

長崎県法人会連合会 0 800,000 800,000 0 なし

0

当期末残高補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

貸借対照表上
の記載区分

小　　　計 5,000,000 0 5,000,000 －

定期預金 5,000,000 0 5,000,000 －

退職給付引当資産 3,226,000 0 0 3,226,000

減価償却引当資産 440,803 0 440,803 0

公益事業引当資産 1,450,000 0 1,450,000 0

周年行事引当資産 300,000 0 300,000 0

社会貢献活動引当資産 1,200,000 0 1,200,000 0

900,720 522,394 378,326

合　　　計 11,616,803 0 8,390,803 3,226,000

小　　　計 6,616,803 0 3,390,803 3,226,000

科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

980,000 591,675 388,325

1,848,000 277,200 1,570,800

全国法人会総連合 0 0 0 0 なし

930,780 499,579 431,201

合　　　計 4,659,500 1,890,848 2,768,652



１．基本財産及び特定資産の明細

財務諸表の注記に記載をしているので、省略した。

２．引当金の明細

（単位：円）

附　属　明　細　書

その他目的使用

0

期末残高
当期減少額

340,000退職給付引当金 2,886,000

科　目 期首残高 当期増加額

0 3,226,000



公益社団法人壱岐法人会

使用目的等

（流動資産）

預金 普通預金 運転資金として

十八親和銀行壱岐支店 1,262,151

　　　〃　　（青年部） 284,227

　　　〃　　（女性部） 219,315

十八親和銀行壱岐支店芦辺出張所 935,473

十八親和銀行壱岐中央支店 632,718

　　　〃 47,556

　　　〃 65,656

＜現金預金計＞ 3,447,096

全国法人会総連合 全国女性フォーラム旅費・登録料等 14,330

＜前払金計＞ 14,330

3,461,426

（固定資産）

基本財産 定期預金

十八親和銀行壱岐支店 公益目的保有財産であり、運用益を公益目 2,000,000

的事業の共用財源として使用している。

十八親和銀行壱岐中央支店 　　〃 3,000,000

＜基本財産計＞ 5,000,000

特定資産 普通預金

十八親和銀行壱岐中央支店 職員2名に対する退職金の支払に備えた積立資産 3,226,000

定期預金

十八親和銀行壱岐支店 公益目的保有財産であり、運用益を公益目 1,450,000

的事業の共用財源として使用している。

普通預金

十八親和銀行壱岐支店 事業・管理供用財産の取得資金 440,803

定期預金

十八親和銀行壱岐支店 管理目的の財源として使用している。 900,000

十八親和銀行壱岐中央支店 　　〃 300,000

定期預金

十八親和銀行壱岐支店 管理目的の財源として使用している。 300,000

＜特定資産計＞ 6,616,803

流動資産合計

退職給付引当資産

公益事業引当資産

社会貢献事業引当資産

減価償却引当資産

周年行事引当資産

財　産　目　録

令和4年3月31日現在

(単位：円)　

貸借対照表科目 場所・物量等 金額

現金預金

前払金

預金



公益社団法人壱岐法人会

使用目的等

財　産　目　録

令和4年3月31日現在

(単位：円)　

貸借対照表科目 場所・物量等 金額

その他固定資産 郷ノ浦町東触590-4 （共用財産） 388,325

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

トイレ・下水道工事 （共用財産） 378,326

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

（共用財産） 1,570,800

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

エアコン S56UTEP-W （共用財産） 50,400

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

ヨド物置 （共用財産） 162,103

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

ダイキン 空気清浄機 （共用財産） 76,523

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

パソコン 富士通 （共用財産） 142,175

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

郷ノ浦町東触590-4 （共用財産） 300,000

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

0920-47-5880 （共用財産） 74,984

公益目的保有財産65％

管理目的の財源として使用する財産35％

＜その他固定資産計＞ 3,143,636

14,760,439

18,221,865

（流動負債）

職員に対するもの 源泉所得税等の預り金 65,656

65,656

（固定負債）

退職給付引当金 職員に対するもの 職員2名に対する退職金の支払いに備えたもの 3,226,000

3,226,000

3,291,656

14,930,209

駐車場舗装工事（アスファルト）

正味財産

流動負債合計

負債合計

構築物

固定資産合計

資産合計

建物

土地

固定負債合計

什器備品

預り金

電話加入権

建物付属設備


